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１．「目標１ 訪れやすい環境をつくる」を展開していくための戦略イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．「目標２ 居住する人を増やす」を展開していくための戦略イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４ 活性化していくための戦略イメージについて                       

◆福井駅周辺の事業による波及効果を着実に受け止

めるため、民間投資にインセンティブを与える 

・県都活性化税制 

・起業家支援セットメニュー 

・企業立地の促進 

◆市街地周辺部に立地

している公共公益施

設の中心市街地への

立地・誘導 

・大規模な集客機能のあ

る施設について、建物

更新時に中心市街地

に立地するように誘

導する 

◆公共公益施設新設時

の中心市街地への立

地・誘導 

◆交通結節機能の強化を図り中心市街地への来街環境を高める 

・乗り継ぎの快適性の向上(私鉄の延伸、各公共交通機関のｻｰﾋﾞｽ向上)

・私鉄の相互乗り入れ、ＬＲＴ化 

◆最寄駅へのアクセスを強化し、沿線住

民の公共交通機関の利用度を高める 

・新駅の設置 

・パーク＆ライド等の展開 

◆安全安心に暮らし、働くための都市基

盤等の形成(活性化の前提) 

・下水道事業(浸水対策として) 

・足羽川整備事業 

・建築物の耐震化 

◆広域的な拠点を形成するため

の基盤整備の推進 

・福井駅周辺土地区画整理事業 

・福井駅付近連続立体交差事業 

・地下駐車場の整備 

◆中心市街地周辺部からの

アクセス向上 

・すまいるバスの機能充実 

◆都市の利便性、足羽山･足羽川等の自然景

観を生かした居住促進(社会増を目指す) 

・ウララまちんなか住まい事業 

・優良建築物等整備事業 

◆駅や商店(街)などが直近部にある

ことの利便性を生かした居住促進

(社会増を目指す) 

・ウララまちんなか住まい事業 

・優良建築物等整備事業 

・福井駅西口中央地区再開発事業 

◆居住者の世帯分離による転居先を中心市

街地内に確保する(社会減を食止める) 

・ウララまちんなか住まい事業 

(１号重点区域 105ｈａ) 

・優良建築物等整備事業 

◆中心市街地周辺の人口を増加させる 

・ウララまちんなか住まい事業(２号重

点区域 630ｈａ) 

足羽山

足羽川

中心市街地及び
ウララまちんなか住まい事業における１号重点区域(105ha)

ウララまちんなか住まい事業における
２号重点区域(630ha)

凡　　　例

AOSSA 

◆商業、業務など職住近接の受け皿と

しての居住促進(中高層) 
・ウララまちんなか住まい事業 

・優良建築物等整備事業 

◆商業、業務など職住近接の受け皿と

しての居住促進(中低層) 
・ウララまちんなか住まい事業 

・優良建築物等整備事業 

・コーポラティブハウス 

福井駅 
高架下 

足羽山 
足羽川

西口再開発 

響のﾎｰﾙ 

鉄道駅 

鉄道駅 

公共公益 
施設 

◆安全安心に暮らし、働くための都市基盤等の形成(活

性化の前提) 

・下水道事業(浸水対策として) 

・足羽川整備事業 

・建築物の耐震化 

◆高齢化社会に対応した住宅の確保 

・高齢者優良賃貸住宅 

◆居住に関する情報を提供する 

◆広域的な拠点を形成するため

の展開 

・福井駅西口中央地区市街地再

開発事業 

・JR 福井駅高架下利用 

・ＡＯＳＳＡ、響のホールの利

用促進 

◆交通結節機能の強化 

・福井駅（新幹線の開業） 

・駅前広場の整備 
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３．「目標３回遊したくなる魅力を高める」を展開していくための戦略イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆中心市街地と周辺部の歴史文化施設等との回遊性を高める

ことによって、中心市街地の魅力を向上させる 
・歴史のみち事業 
・昼夜の都市景観に配慮した規制、誘導 

◆歩行者骨格軸の魅力を高めた効果を波及させるために、

周辺商業地への回遊性の向上、個店の魅力向上を図る 

・景観の維持向上などによる回遊性の向上 

・個店の魅力向上、出店機会の創出(空き店舗対策など) 

・商店街の連携強化(イベント、情報発信など) 

福井西武 AOSSA 西口再開発 

JR、えちぜん鉄道、路線バス、

すまいるバス利用者など 

◆歩行者動線軸（福井西武、響のホール、西口再開発ビル、プリズム

福井、ＡＯＳＳＡを中心とした軸）の魅力の向上を図っていくとと

もに、施設間の回遊性を向上させる 

・中心施設の魅力向上(必要な機能導入、サービスの充実) 

・個店の魅力向上、出店機会の創出(空き店舗対策など) 

・商店街の連携強化(イベント、情報発信など) 

・福井駅西口中央地区市街地再開発事業 

・ＡＯＳＳＡ、響のホールの利用促進 

・賑わいづくり協議会による道路空間の活用検討 

≪歩行者動線軸≫ 

◆昼夜の来街機会の増加につなげていく 

・個店の魅力向上、出店機会の創出(空き店舗対策など) 

・商店街の連携強化(イベント、情報発信など) 

◆多様な業務機能の集積を図り、雇用を創出

していくことによって、中心市街地におけ

る消費の拡大につなげていく 

・起業家支援セットメニュー 

・県都活性化税制 

・企業立地の促進 

響のホール 

養浩館 
庭園 

福井 
城址 

柴田 
神社 

歴史のみち 

ﾌﾟﾘｽﾞﾑ福井 

足羽山 

足羽川 




